
令和２年度第４回大和市郷土民家園の指定管理者選考委員会議事録 

 

Ⅰ．開 催 日 令和２年１０月１３日（火） 

Ⅱ．開催場所 桜丘学習センター ２０２講習室 

Ⅲ．出席状況 委員５名 

       金子皓彦委員、齋藤道子委員、山口充貢委員、柏木明委員、下野裕健委員 

Ⅳ．公開・非公開の状況 

       □公開   □非公開   ■一部公開 

 

Ⅴ．審議又は検討の経過及び結果 

 A．会議次第 

  １ 事前説明 

  ２ 開会 

  （１）本日及び今後のスケジュール説明  公開 

  （２）企画提案説明（１者）       公開 

  （３）審査会              非公開 

  ３ その他 

 

 B．企画提案説明について 

面接審査として、応募事業者「公益財団法人大和市スポーツ・よか・みどり財団」によ

り「郷土民家園」の指定管理者企画提案説明が行われた。 

※企画提案説明の資料等は複数ページに渡るため掲載しておりませんが、市役所文化

スポーツ部文化振興課にて閲覧できますので、事前に連絡のうえお越しください。 

 

＜面接審査発言要旨＞ 

○は選定委員会委員の発言、●は応募事業事業者の発言を示します。 

①面接審査における質疑応答 

 

〇企画提案書（17頁）には、「万一の場合『コンプライアンス委員会』を設置し、適切

に対応」とあるが、どのような人員で構成されているか。また、これまでの指定管

理期間で設置されたことはあるか。 

●構成員は、理事長、副理事長、常務理事、事務局長、事務局次長、各課長４名で構成

される。これまでに設置されたことはない。 

 

 



〇郷土民家園の場合、茅葺等の建築様式により火災で全焼する可能性が考えられる。乾

燥が続いた場合など火災が想定される際に、事前に放水する等の防災は想定してい

るか。 

●防火対策として、放水銃が６機設置されており、現在は、年４回の訓練を実施してい

る。職員が放水することが可能であるため、次期から予防的に放水することも対応

可能である。 

 

〇これまで、当該施設の指定管理者として事業を実施してきた実績があるが、定例的な

事業・行事だけでなく、次期からはどのような事業・行事に力を入れていきたいか。 

●「いつでも・どこでも・だれでも」気軽に楽しめる郷土民家園というコンセプトのも

と、より多くの方に事業を体験していただけるよう計画している。そのために、SNS

等を活用した情報発信にも力を入れ、「どこでも」楽しめる民家園となるよう工夫し

ていきたい。 

 

〇現在も、HP で写真を公開するといった PR をしている。民間施設では、HP で映像

資料を公開しているものも多い。郷土民家園を PR する映像資料を充実させる、ま

た、Web環境が整っていない方に対する PRも検討、充実させていただきたい。 

 

〇企画提案書の 23頁に、「『展示ワークシートの充実』として、３言語のシートを用意

する」とあるが、これは、すでに用意してあるのか。また、「セルフガイドの活用」

として、QR コードを使った樹名札の記載があるが、具体的にいつから開始できる

か。 

●「展示ワークシート」については、現指定管理期間において、日本語版と英語版を配

架している。現在スペイン語版を作成しており、完成次第配架予定である。また、

セルフガイドの活用についても、QRコード付き樹名札が完成次第、現指定管理期間

中にでも始められる予定である。 

 

〇「キャンプ座間」の関係窓口に、郷土民家園の英語版パンフレットを持参するのはど

うか。また、これまでそういったことをしたことがあるか。 

●以前、キャンプ座間の小学校から、郷土民家園の見学をしたいという申し出があった。

現在は、新型コロナウイルスの関係で、積極的な呼びかけはできていないが、今後

は折を見て呼びかけしていきたい。 

 

 

 

 



〇企画提案書 33頁、防犯対策の取り組みとして、「不審者・不審物への対策」の中に、

「不審者、不審物対応マニュアル」を整備する旨の記載があるが、これは既に作成

してあるのか。 

●現在作成中である。 

 

〇現指定管理の中で、年間行事等の定例的な事業・行事があるが、変化に乏しくなって

いる。また、来園者も近隣住民が多いように感じている。遠方から集客できるよう

な行事があればよいと考えるが、なにか新しい事業展開は考えているのか。 

●現指定管理では、継続的に人気のある行事を実施してきた。しかし、今回のコロナ禍

で、事業を大幅に変更する機会となった。次期指定管理からは、これまでの事業の

うち 10 事業を廃止し、8 事業を新規設置する予定であり、なるべく多くの人が来

場してもらえるような事業を考えている。また、遠方からの来園を促すために HP

等での情報発信を強化していく。 

 

〇来園者の状況をみていると、最近は来園者数が伸び悩んでいる。なかでも、小学生の

数をみると、座間市や横浜市の小学生が来園しているようであるが、市内の小学校

の来園が減少している。市内の学校に施設の周知をするなどして、より大和の資源

を活用できるように尽力して頂きたい。 

 

 C.審査会内容（非公開） 

 

 D.選定結果 

面接審査及び審議の結果、選定委員会として、「公益財団法人大和市スポーツ・よか・

みどり財団」を候補者として選定した。 

 

 E.審査結果の公表について 

  審査会の結果については、HPで公開する。 

 

 

  （※資料等は複数ページにわたるため掲載しておりませんが、市役所文化振興課で閲覧できますので、

事前に連絡のうえお越しください。） 


